
富山県武道館整備基本計画見直しに関する議論のポイント 資料１(第1回検討委員会資料５)

１．施設のコンセプト

① 武道競技の振興 ・競技力向上に寄与する施設

② 県民のスポーツ振興 ・健康増進に寄与する施設

③ 魅力あるイ ベ ン ト に よ る地域活性化 、防災力の向上等に寄与する 施設

＜議論のポイント＞

• 建設費の削減
• 建設予定地周辺における環境変化（富山市総合体育館の改修計画など）
• 既存周辺施設（オーバード・ホール、民間フィットネスなど）の立地

２．機能及び規模

①武道競技の振興・競技力向上 ②スポーツ振興・健康増進 ③地域活性化・防災力向上

富山県の武道の拠点となる施設
武道競技の公式大会が開催可能な施設
日常の稽古や指導者講習会、研修会で利用しや
すい施設

武道競技で利用しない場合には、室内球技等の
スポーツ大会も開催できる施設
県民の日常的なスポーツ利用、冬場のスポーツの
場としても活用できる施設
県民の健康増進に寄与する施設

スポーツイベントや文化イベントの開催など富山県
の賑わい創出に寄与する施設
防災備蓄倉庫や避難所を備えるなど地域の防災
力を高める施設

施設のコンセプトはどのように見直すべきか?

機能及び規模はどのように見直すべきか?
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他県の類似施設との比較

名称 富山県武道館 長野県立武道館 新潟県立武道館

所在地
富山県富山市

(富山駅から徒歩で約7分)
長野県佐久市

(佐久平駅から車で約10分)
新潟県上越市

（上越妙高駅から車で約15分）

開館 令和9年(2027年)度 予定 令和2年(2020年)3月 令和元年(2019年)12月

構造等
鉄筋コンクリート造一部鉄骨造

地上４階建
鉄筋コンクリート造＋鉄骨造一部木造

地上２階建
鉄骨鉄筋コンクリート造＋鉄骨造

地上２階建

敷地面積 5,950㎡ 34,619㎡ 22,950㎡

延床面積 14,799㎡(屋外部除く) 12,382㎡ 13,035㎡

整備費 87.4億円(→約110億円になる見込み) 約63億円 約65億円

施設

•主道場(柔道・剣道等6面、なぎなた
4面、バスケットボール・バレーボール2
面、バドミントン8面、卓球10台)
固定席:約2,200席
•武道場(柔道・剣道等6面)
固定席:320席

•主道場(柔道・剣道6面)
固定席:1,512席
•柔道場(3面)固定席:202席
•剣道場(3面)固定席:202席

•大道場(柔道・剣道8面)
固定席:1,020席
•小道場(畳敷き、柔道3面)
固定席:206席
•小道場(板張り、剣道2面)
•弓道場(近的12人立、遠的6人立)
•相撲場(本土俵1面、練習ｽﾍ゚ ｽー1面)

附属室等
•トレーニング室、ジョギングコース、
軽運動室、研修室等

•会議室、師範室、器具庫、シャワー室等
•トレーニングルーム、ランニングコース、
会議室、研修室等

駐車場 敷地内:約20台、敷地外:280台 敷地内:185台 敷地内:300台

出典：長野県HP、長野県立武道館HP、新潟県HP、新潟県立武道館HP2

資料１(第1回検討委員会参考資料１)



富山県武道館建設予定地の周辺環境

出典：国土地理院

富山県武道館(建設予定地)
客席数：約2,200席
施設：主道場（柔道・剣道等6面、なぎなた4面、
バスケットボール・バレーボール2面、コンサート）、武
道場（柔道・剣道等6面、なぎなた4面）、トレー
ニング室、ジョギングコース、軽運動室、研修室など

富山市総合体育館
客席数：4,650席
施設：第1アリーナ（バスケットボール2面、バレーボール3面、
コンサート）、第2アリーナ（バスケットボール・バレーボール2面）、
フィットネスルーム、ランニングコース、軽運動室、研修室など
※新B1リーグの施設基準を満たすための改修を実施予定

オーバード・ホール
客席数：2,196席
施設：大ホール、リハーサル室など

オーバード・ホール／中ホール
客席数：652席
施設：中ホール、練習室など
※令和5年(2023年)7月1日開館

ゴールドジム富山環水公園店
（とやま自遊館5F）

施設：民間フィットネスジム
※令和2年(2020年)3月オープン

富山県民会館
客席数：1,105席
施設：ホール、美術館、会議室など

APAコンディショニングジム×ハイアルチ
(Toyama Sakuraビル2階)

施設：民間フィットネスジム
※令和3年(2021年)4月オープン
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